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れば、“We came in peace for all mankind”という文言は、「全人類のために」ではなく
「全人類を代表して」と訳されるべきである。ニクソン大統領が執務室からかけた電話
で、「アメリカ国民のみならず、全ての国の人々を代表して」(representing not only the 





































いる、という指摘もなされた。Perry Miller の “Errand into the Wilderness” 概念も、宇宙
時代へと拡大適用されるべきである。アメリカの自己理解を問う研究であれば、少し遡
—　5　—
るだけでも Bernard Bailyn, Louis Hartz, Gordon Wood といった基礎的な先行研究の枠組
みがある。これらの文献による蓄積との折衝に自説を定位する作業も不可欠であろう。
雑誌や映画といった大衆メディアの解釈は、とくに映像が強調されるため、具体的で説
得力がある反面、解釈の幅が広く、これを資料として用いるにはメディア研究やカルチ
ュラル・スタディーズの手法に習熟していることが望まれる。
研究視角の多義性は、論文主旨の主語にも曖昧さをもたらす。「信念とヴィジョン」
という言葉は、ケネディ大統領の演説に見られるもので、それをアポロ計画によって具
現化したのは大統領と政府である。国民がそれをどのように受け止め、どの程度共有し
たかは、同じ主題でも別の取り組みを要求する問いとなる。口頭試問では、著者がこの
区別にやや無頓着であるとの印象があった。また、アメリカの特殊性を論じるには、ア
メリカ以外の諸国との比較が有効であろう。宇宙開発のヴィジョンとその実現化につい
て、ソヴィエト連邦やヨーロッパ諸国、それに日本国内の反応を同時代的に検証するこ
とで、論旨のさらなる補強が可能となったはずである。参照された文献は、雑誌やニュー
ス記事などが広汎にわたって渉猟されているが、各章の伝記や映画論評などでは、いく
つかの特定文献への依存度が高いことも指摘された。
　以上の批判的な指摘にもかかわらず、本論文は著者の長年の取り組みの集大成として
見るべき結果を表しており、各所に盛り込まれた興味深い解釈は、アメリカ研究の分野
に貢献するところが大きい。審査委員一同は、これらを総合的に勘案し、本論文が本学
の博士学位請求論文としての水準を満たしていると判断した。なお、漢字の誤変換が少
なからず見られるので、製本として提出される際には全体的に細心の見直しを行って修
正することを条件とする。
